





































































































































































1 1953 8 14 朝 6 学界余滴：電子計算機の速度
2 1954 8 23 朝 4 カウンター：電子計算機の話





8 朝 4 電子計算機 ユニノ▽クとは
5 1955 2 10 朝 7 十ケタの加減百分の一秒 東証に電子計算機据付
6 1956 4 7 朝 7 ウィーナー博士夫妻も来日 電子計算機生みの親
7 1957 12 23 朝 1 国産の電子計算機世界に誇る高性能
電電公社研究所で試作品が完
ｬ
8 1958 3 19 朝 4 電子計算機の合併会社 一物、東芝が米ス社と提携
9 1958 8 3 朝 4 電子計算機の”中型時代”へ
10 1958 12 16 朝 4 大型電子計算機を導入 小野田セメント
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11 1958 12 18 朝 4 国産電子計算機の商品第一号おめみえ
｜2 1958 12 23 朝 1 ”座席予約”は電子計算機で 国鉄来月六月から主要駅に
13 1959 1 13 朝 3 世界最大の電子計算機 横浜につく
14 1959 2 22 夕 3 七年目に動き出す 東大の電子計算機「タック」
｜5 1959 3 10 朝 1
1
新旧の予報術腕くらべ 電子計算機と観天望気台
16 1959 3 12 タ 3 気象庁の電子計算機火入れ
17 1959 6 5 朝 11 台風に備える気象観測の新布陣
レーダー網を増強電子計算
@も一役
18 1959 6 28 朝 1 エサキ・ダイオードに”世界の目”
電子計算機に威カトランジス
^ーしのぐ性能
19 1959 7 19 朝 9 宇宙談話室：電子計算機 ロケットの行方追跡
20 1959 10 12 朝 2 電子計算機が決定的な役割
21 1959 10 22 朝 1 超高速電子計算機東大、きょう成果を発表
演算の速さ、百倍以上エサ
L・ダイオードで
22 1959 10 22 夕 7 台風は終わったらしいが…
進路予報は上出来活躍した
d子計算機
23 1960 6 16 朝 4 通産省が国策会社案 電子計算機、本格国産へ
24 1960 8 14 朝 4 1BMの副社長来日
電子計算機技術導入で話し合
｢
25 1960 8 31 朝 4 交渉、四年ぶりに解決
IBM社の電子計算機日本で
熕ｶ産へ













































































































番号 年 月 日 頁 テーマ 見出し 脇見出し
1 1969 9 15 15 ロボトロジー 創造力を持つ機械 勝手に戦争を始める危険も
2 1969 9 16 14 村長は001 導入計画、村に旋風 議会も腰あげやっと軌道に
3 1969 9 17 14 コン婚夫婦 結んだ縁組み百五十 出雲の神様に代る相性数値
4 1969 9 18 14 ジャンケン 人間のカンに敗北 圧勝の予想は見事にウラ目
5 1969 9 19 14 情報検索 まだ蓄積量は不十分 質問の方法で答えもかわる
6 1969 9 20 14 TM教室 出番なくなる先生 課題は師弟の触れ合い
7 1969 9 22 14 造反有理 病気を数量で示す 行きつく先は医師なし病院
8 1969 9 23 14 神も仏も 悩み事相談に解答 医療と布教の一体化を媒介
9 1969 9 25 14 進歩と不調和 万国博の運営に威力 会場建設では使いこなせず
10 1969 9 26 14 古都 「不満」の数字次々と 住みにくいし風紀よくない
11 1969 9 27 14 脱イデオロギー 政治や選挙にも変化？ 関心増す議員超党派で研究
12 1969 9 28 14 特訓 勉強熱心な税務署 税金めぐって電算機戦争が
13 1969 9 29 14 武者修行 ”お手前の力量は？” 道場破り気分厳しい米行脚





番号 年 月 日 頁 テーマ 見出し 脇見出し
1 1969 10 1 2 マスコット作戦 アレルギー越えて 進む巨大企業の”革命”
2 1969 10 2 2 無人工場 管理報告まで作る 来春には群自動制御も
3 1969 10 3 2 PPBS 効率化への切札 行政合理化が前提だが
4 1969 10 4 2 戦略チーム 関連技術を総合 ねらいつけ素早く実行
5 1969 10 6 2 人間コード化 あくまで参考資料 人柄まで数量化出来ぬ
6 1969 10 7 2 シンク・タンク 経営戦略手助け 重みます知恵売る組織
7 1969 10 8 2 ハードウエア 性能伸びる一方 気軽に新鋭機と取替え
8 1969 10 9 2 ソフトウエア 開発に高い費用 無料サービスは終りに
9 1969 10 10 2 周辺機器 伸び続ける需要 利用の複雑化につれて
10 1969 10 11 2 パンチ屋さん 急増の請負い業 激しいパンチャー争奪
11 1969 10 13 2 データ・バンク 情報、即座に提供 成長を期待される分野
12 1969 10 14 2 オンラインの壁 「電話線開放」の声 公社の独占体制に批判
13 1969 10 15 2 ⑳作戦 合言葉や暗号で もれた時の対策が問題
14 1969 10 16 2 機能産業 ”組み合わせで売る 製品からサービスまで
15 1969 10 17 2 意識革命 研修に次ぐ研修 「時流に遅れまい」の一念
注）「番号」は連載の順番を表す。
　表4、表5の記事内容をみると、表4の「第1部『コンピューターが（とは）なんだ』」は、一般の生活
者の視点からコンピュータの特性に焦点を当て、表5の「第2部『システムに挑む』」は、主に産業面で
のコンピュータ利用について取り扱っていたことが分かる。
これらは、いずれもコンピュータの特性や用途を全て実例に沿って紹介したものだが、それらの社会文
化的な文脈を確認するため、本章では「第1部『コンピューターが（とは）なんだ』」におけるいくっかの
記事をそれぞれ詳しくみていくこととしたい。
　表4の番号1「ロボトロジー」では、「ロボトロジー（ロボット学）」という学術用語が日本で誕生した
ことを紹介しっっ、ロボットに搭載するためのコンピュータに関する研究が紹介されたiii）。記事では、
このまま科学技術を推し進めることの是非として、「ロボットが勝手に戦争をはじめるかも知れない」と
無批判的な科学技術の是認に警鐘を鳴らし、こうした視点からこの特集連載が行なわれることを予告し
た。
　番号2の「村長は001」では、山口県の和木村役場にコンピュータが導入されるまでの経緯が紹介さ
れた。冒頭では、コンピュータが暑さに弱いことが説明され、冷房のない同村の役場に設置されたコン
ピュータが、夏期にシステムエラーやシステムダウンをおこしたという話題が、家庭用扇風機にコンピ
ュー ^が囲まれた様子の写真とともに掲載された。同村では当初、コンピュータの導入が議会で一度は
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否決されたものの、1969年当時、既にコンピュータを導入していた千葉県東金市や山梨県富士吉田町な
どの役所への議員団視察を経て、議会で仮導入を議決し、結果として事務効率が向上したという経緯が
紹介された。
　番号3の「コン婚夫婦」では、コンピュータを使った結婚紹介業者の事例が紹介された。この記事で
は、相関係数や回帰分析などのデータ解析にコンピュータが有用であることを説明しっっ、コンピュー
タを利用した新しい情報産業の出現を紹介した。
　番号4の「ジャンケン」は、人間とコンピュータのジャンケン対決の様子が紹介された。対決は、コ
ンピュータを相手に1回戦につき30回ジャンケンをし、それを4回繰り返すというものであった。当初
の予想では、コンピュータが人間の癖を統計分析することで圧勝するというものであったが、結果は人
間が勝った。記事の締めくくりでは、「軍事や企業での戦略や意志決定で活用できるかという関心が集ま
っているが、意志決定は人間の仕事である」という戦略論の専門家の意見が紹介された。
　番号5の「情報検索」では、通産省のデータ・センターの情報検索システムが紹介された。当時の検
索システムの概念は、現代のインターネット検索に代表される分散型の概念とは異なり、データ・セン
ターそのもので用意した情報を蓄積し、トップダウン方式で端末に送信されるものであった。そのため、
必然的に情報の蓄積量の不足問題が生じていることが紹介された。
　番号7の「造反有理」では、コンピュータの医療面での応用が紹介された。具体的には、24の大学病
院で心電図や血圧計などの医療機器で数値化されたデータをもとにコンピュータに診断させる方式が、
試みられていることが報じられた。この記事の終盤では、こうしたコンピュータを応用した医療によっ
て、将来的には無医村の問題も解消できるだろうとしている。なお、こうしたコンピュータの医療面に
おける応用は、現代のIT戦略会議の医療部会などでもほぼ同様の検討がなされていることから、「古く
て新しいテーマ」であるといえよう。
　最後の番号14の　「1980年」は、特集第1部の総括だが、読者の興味を引くための演出として、占い
師の女性を登場させ、「1980年とはどんな年か」というテーマで占い師にいくつかの質問をしている。
この占い師の予言は度外視するとして、その質問のなかのいくつかには検討の余地がある。その質問と
は、まず1っ目に、「キャッシュレス時代はいつ到来するか」、2つ目に「テレビ電話は、いっごろ実用
化するか」、3つ目に「電送新聞は、いつ普及するか」といったものである。ちなみに、これらの質問で
登場するものは、名称は異なるものの、現代においては全て実用化されている。
　この質問で注目すべき点は、第1に情報化社会そのものの捉え方が未来志向的になっていることであ
り、第2にそれらの未来志向的な考え方が一般紙において社会文化的に流布されたことである。っまり、
初期の情報社会化論における未来志向的な概念は、アカデミズムの枠を越えて広く社会文化的に共有さ
れていく試みが行われたとみることができよう。
5．おわりに
　以上のように、本稿では新聞記事を分析対象として、情報化社会の概念が一般的に流通し始めた前後
の時期における、記事の文脈で展開された情報化社会の言説に関する検討を行なった。
　具体的には、情報化社会の基幹技術であるコンピュータ（電子計算機）と社会そのものの情報化が、新
聞においてどのように伝えられたのかということが分析の対象とされ、これらの分析から、第1に、電
子計算機の社会的認知から情報化社会についての社会的認知に至る段階で、技術先行にある状況を社会
一60一
「情報化社会への視座」の萌芽　伊達康博
的なアプローチによって、技術と社会の格差を是正する試みがみられたこと、第2に、社説などにみら
れた主張とその後における事実展開との間に乖離が生じたことなどが明らかとなった。
　また、一部の記事では、情報化社会そのものの捉え方が未来志向的になっており、かっそれらの未来
志向的な考え方が、一般紙において大衆的に流布されたことを指摘した。この未来志向的な考え方の背
景には、初期の情報化社会論の夫来志向的な概念が、アカデミズムの枠を越えて広く社会的に共有され
ていく試みが行われたとみることができる。
　そもそも、新聞などの報道メディアによって、その時代の新しいテクノロジーが報じられることの意
義は、新技術によって何が可能であり、そして不可能であるのかを社会的に広く明示すること、その技
術自体が社会的に果たしてそもそも必要なものであるのかを問いかけることである。さらに言及するな
らば、当該技術の有効活用のためにはどのような社会的課題が存在するのかについても提示することに
も大きな意義があるといえるだろう、
　報じられる新しいテクノロジーは、日進月歩で変化している一方で、その報じられ方に関しては50
年を経た現在でも同様に賛美と批判が存在する。情報化社会への視座は、そうした賛美と批判という両
者の観点を並置しっっ、現在に至るわけである。
注
b旧通産省工業技術院電気試験所を指す。
Lt｝1950年代に電気試験所にて開発された電子計算機のシリーズ名を表す。　E　T　Lは、　Electro－
Technical－Laboratoryの略称。
iil）記事中では、3次元を認識できるコンピュータという意味で「空間回路コンピューター」という語が
用いられた。
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